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ILO100 周年記念シンポジウム講演要旨 
2018 年 2 月 1 日、於イイノホール 
「仕事の未来世界委員会の議論：日本への示唆」 
清家篤（日本私立学校振興・共済事業団理事長、慶應義塾学事顧問） 
 
〔Ⅰ〕仕事の未来世界委員会 

（１） ILO 創立 100 周年記念事業の意義 
（２） 不易（ILO の基本理念）と流行（労働をめぐる構造変化） 
（３） 人間中心（human-centered）の考え方 

 
〔Ⅱ〕仕事を巡る構造変化 

（１） 外部構造変化、人口・技術・グローバル化・気候、対応必須 
（２） 対応は宿命ではなく選択、危機を機会に変える発想 

 
〔Ⅲ〕３つの投資促進 

（１） 人間の潜在能力（people’s capabilities）への投資拡大 
（２） 仕事にかかわる制度（the institutions of work）への投資拡大 
（３） ディーセントで持続可能な（decent and sustainable）仕事への投資拡大 

 
〔Ⅳ〕日本に期待される国際貢献 
（１） 生涯現役社会（lifelong active society）のモデルを示す 
（２） 生涯能力開発（lifelong learning）のモデルを示す 

 
〔Ⅴ〕日本への宿題 
（１） 時間主権拡大と個人の多様性を拡大する仕組みへの転換 
（２） 社会の持続可能性を高める仕事を増す 

 
〔Ⅵ〕未来の「よい仕事」とは 
（１） ILO の基本理念堅持、人間中心原則、成長できる仕事 
（２） 高度化、労働への分配拡大、人的資本投資の必要、仕事を通じて 
（３） これからの 100 年のために、「奴雁」の視点で、日本の貢献に期待大 
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〔図表１〕世界の人口高齢化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料出所）内閣府「平成 30 年版高齢社会白書」 
 
〔図表２〕第４次産業革命の雇用への影響予測 

 
（資料出所）Benedikt Frey and Michael A. Osborne, THE FUTURE OF 
EMPLOYMENT: HOW SUSCEPTIBLE ARE JOBS TO COMPUTERISATION?,   
Oxford University Programme on the Impact of Future Technology, 2013。 
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〔図表３〕国際貿易の趨勢 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料出所）内閣府「世界経済の潮流 2017 年Ⅰ」 
 
〔図表４〕地球温暖化の趨勢 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料出所）気象庁ホームページ 
 
「奴雁」：「群雁野に在て餌を啄むとき、其内に必ず一羽は首を揚げて四方の様子を

窺ひ、不意の難に番をする者あり、之を奴雁と云ふ。学者も亦斯の如し。天下の人、

夢中になりて、時勢と共に変遷する其中に、独り前後を顧み、今世の有様に注意し

て、以て後日の得失を論ずるものなり。」（福澤諭吉『民間雑誌』明治 7年） 

 



4 
 

 
 

 

 

 

 


